
(57)【要約】

【課題】ＦＭＤ使用時の観察者の違和感を軽減可能な内

視鏡用画像処理装置を実現する。

【解決手段】（内視鏡用）画像処理装置３０は、内視鏡

画像データを記憶する画像メモリ３１と、ＦＭＤ６を装

着した観察者に対して予め設定した原点位置からの頭部

方向を検知する頭部方向検知部３２と、この頭部方向検

知部３２で検知した原点位置からの頭部方向の変化量を

判断する変化量判断部３３と、画像メモリ３１に記憶さ

れた画像データの一部を予め設定した領域で切り出す画

像切出位置制御部３４と、この画像切出位置制御部３４

で切り出された画像データを拡大処理する画像拡大部３

５と、変化量判断部３３の判断結果に基づき、画像拡大

部３５で拡大処理された画像データの映像信号と、内視

鏡２で得た内視鏡画像の映像信号とを切り換えてＦＭＤ

６に出力する画像切換部３６とから構成される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 画 像 デ ー タ を 記 憶 す る 画 像 メ モ リ と 、
顔 面 装 着 型 映 像 表 示 装 置 を 装 着 し た 観 察 者 に 対 し て 予 め 設 定 し た 原 点 位 置 か ら の 頭 部 方 向
を 検 知 す る 頭 部 方 向 検 知 手 段 と 、
前 記 頭 部 方 向 検 知 手 段 で 検 知 し た 原 点 位 置 か ら の 頭 部 方 向 の 変 化 量 を 判 断 す る 変 化 量 判 断
手 段 と 、
前 記 画 像 メ モ リ に 記 憶 さ れ た 画 像 デ ー タ の 一 部 を 予 め 設 定 し た 領 域 で 切 り 出 す 画 像 切 出 位
置 制 御 手 段 と 、
前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 手 段 で 切 り 出 さ れ た 画 像 デ ー タ を 画 像 処 理 す る 画 像 処 理 手 段 と 、
前 記 変 化 量 判 断 手 段 の 判 断 結 果 に 基 づ き 、 前 記 画 像 処 理 手 段 で 画 像 処 理 さ れ た 画 像 デ ー タ
の 映 像 信 号 と 、 内 視 鏡 で 得 た 内 視 鏡 画 像 の 映 像 信 号 と を 切 り 換 え て 前 記 顔 面 装 着 型 映 像 表
示 装 置 に 出 力 す る 画 像 切 換 手 段 と 、
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 画 像 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 用 画 像 処 理 装 置 、 更 に 詳 し く は 、 内 視 鏡 で 得 た 内 視 鏡 画 像 を 顔 面 装 着 型
映 像 表 示 装 置 に 表 示 さ せ る 内 視 鏡 用 画 像 処 理 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 顔 面 に 装 着 す る 顔 面 装 着 型 映 像 表 示 装 置 は 、 Ｆ Ｍ Ｄ （ 　 Ｆ ａ ｃ ｅ 　 Ｍ ｏ ｕ ｎ ｔ ｅ ｄ
　 Ｄ ｉ ｓ ｐ ｌ ａ ｙ ； Ｈ Ｍ Ｄ （ 　 Ｈ ｅ ａ ｄ 　 Ｍ ｏ ｕ ｎ ｔ ｅ ｄ 　 Ｄ ｉ ｓ ｐ ｌ ａ ｙ 　 ） と も 呼 ば
れ る ） と 呼 ば れ 、 ゴ ー グ ル 型 、 眼 鏡 型 の 装 置 を 使 用 者 の 顔 面 に 装 着 し 、 ケ ー ブ ル を 介 し て
送 ら れ て く る 映 像 、 音 響 を 視 聴 す る も の で あ り 、 若 年 層 を 中 心 に 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 上 記 Ｆ Ｍ Ｄ は 、 医 療 分 野 で も 利 用 さ れ て い る 。 こ れ は 、 外 科 手 術 等 の 医 療 現 場 で 、
医 師 が 患 者 の 手 術 、 治 療 部 位 に 関 す る 映 像 情 報 を 見 た り 、 内 視 鏡 下 外 科 手 術 等 に お い て 、
内 視 鏡 画 像 を テ レ ビ モ ニ タ の か わ り に Ｆ Ｍ Ｄ で み る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
一 方 、 こ れ に 対 し て 、 上 記 Ｆ Ｍ Ｄ を 用 い な い 従 来 の 内 視 鏡 装 置 は 、 例 え ば 、 特 開 平 ９ － ２
８ ６ ６ ３ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 顔 の 移 動 量 を 検 知 し 、 顔 の 移 動 量 に 応 じ て 内 視
鏡 を 移 動 制 御 す る 電 動 マ ニ ピ ュ レ ー タ を 用 い た も の が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 Ｆ Ｍ Ｄ を 備 え た 従 来 の 内 視 鏡 装 置 は 、 内 視 鏡 で 得 た 内 視 鏡 画 像 を 上 記
Ｆ Ｍ Ｄ の 表 示 画 面 に 表 示 さ せ て 内 視 鏡 下 外 科 手 術 等 を 行 う と 、 使 用 中 に 顔 を 動 か し て も 内
視 鏡 が 動 い て な け れ ば 、 上 記 Ｆ Ｍ Ｄ の 表 示 画 面 に 表 示 さ れ て い る 内 視 鏡 画 像 が 動 か な い 。
こ の た め 、 上 記 Ｆ Ｍ Ｄ を 備 え た 従 来 の 内 視 鏡 装 置 は 、 上 記 Ｆ Ｍ Ｄ 使 用 時 の 観 察 者 に 違 和 感
が 生 じ 、 長 時 間 の 使 用 に 適 さ な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
一 方 、 上 記 特 開 平 ９ － ２ ８ ６ ６ ３ 号 公 報 に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 は 、 上 記 電 動 マ ニ ピ ュ レ ー タ
を 駆 動 す る 大 掛 か り な 駆 動 機 構 と 、 こ の 駆 動 機 構 を 制 御 す る 制 御 装 置 が 必 要 と な る 。 こ の
た め 、 上 記 特 開 平 ９ － ２ ８ ６ ６ ３ 号 公 報 に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 は 、 全 体 的 に 装 置 が 大 型 化 す
る と 共 に 、 高 価 に な っ て し ま う 。
ま た 、 上 記 特 開 平 ９ － ２ ８ ６ ６ ３ 号 公 報 に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 は 、 装 置 類 の 接 続 な ど 、 そ の
セ ッ ト ア ッ プ が 煩 雑 で あ り 、 実 際 上 、 使 い 勝 手 が 悪 い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
更 に ま た 、 上 記 特 開 平 ９ － ２ ８ ６ ６ ３ 号 公 報 に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 は 、 顔 の 移 動 に 伴 い 、 内
視 鏡 で 得 ら れ る 内 視 鏡 画 像 の 一 部 を 切 り 出 し て 拡 大 表 示 す る よ う に な っ て い る が 、 元 々 の
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撮 像 手 段 に 充 分 高 画 質 の も の を 用 い な い と 拡 大 表 示 し た 時 の 画 質 が 劣 る と い う 問 題 が あ る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 Ｆ Ｍ Ｄ 使 用 時 の 観 察 者 の 違 和 感 を 軽 減 可 能
な 内 視 鏡 用 画 像 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 画 像 処 理 装 置 は 、 内 視 鏡 画 像 デ ー タ を 記 憶 す
る 画 像 メ モ リ と 、 顔 面 装 着 型 映 像 表 示 装 置 を 装 着 し た 観 察 者 に 対 し て 予 め 設 定 し た 原 点 位
置 か ら の 頭 部 方 向 を 検 知 す る 頭 部 方 向 検 知 手 段 と 、 前 記 頭 部 方 向 検 知 手 段 で 検 知 し た 原 点
位 置 か ら の 頭 部 方 向 の 変 化 量 を 判 断 す る 変 化 量 判 断 手 段 と 、 前 記 画 像 メ モ リ に 記 憶 さ れ た
画 像 デ ー タ の 一 部 を 予 め 設 定 し た 領 域 で 切 り 出 す 画 像 切 出 位 置 制 御 手 段 と 、 前 記 画 像 切 出
位 置 制 御 手 段 で 切 り 出 さ れ た 画 像 デ ー タ を 画 像 処 理 す る 画 像 処 理 手 段 と 、 前 記 変 化 量 判 断
手 段 の 判 断 結 果 に 基 づ き 、 前 記 画 像 処 理 手 段 で 画 像 処 理 さ れ た 画 像 デ ー タ の 映 像 信 号 と 、
内 視 鏡 で 得 た 内 視 鏡 画 像 の 映 像 信 号 と を 切 り 換 え て 前 記 顔 面 装 着 型 映 像 表 示 装 置 に 出 力 す
る 画 像 切 換 手 段 と 、 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
こ の 構 成 に よ り 、 Ｆ Ｍ Ｄ 使 用 時 の 観 察 者 の 違 和 感 を 軽 減 可 能 な 内 視 鏡 用 画 像 処 理 装 置 を 実
現 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
図 １ な い し 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 り 、 図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態
を 備 え た 内 視 鏡 装 置 を 示 す 全 体 構 成 図 、 図 ２ は 図 １ の 頭 部 方 向 検 知 部 を 示 す 説 明 図 、 図 ３
は 図 １ の 内 視 鏡 用 画 像 処 理 装 置 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 、 図 ４ は 図 ３ の フ ロ ー チ ャ ー
ト に 従 っ て Ｆ Ｍ Ｄ の 表 示 画 面 に 表 示 さ れ る 内 視 鏡 画 像 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 図 ４ （ ａ ） は
Ｆ Ｍ Ｄ の 表 示 画 面 に 表 示 さ れ る 内 視 鏡 画 像 を 示 す 説 明 図 、 図 ４ （ ｂ ） は Ｆ Ｍ Ｄ の 表 示 画 面
に 表 示 さ れ る 拡 大 処 理 し た 内 視 鏡 画 像 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ に 示 す よ う に 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 備 え た 内 視 鏡 装 置 １ は 、 光 学 式 の 硬 性 内 視
鏡 （ 以 下 、 単 に 内 視 鏡 ） ２ と 、 前 記 内 視 鏡 ２ に 照 明 光 を 供 給 す る 光 源 装 置 ３ と 、 前 記 内 視
鏡 ２ に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 こ の 内 視 鏡 ２ で 得 た 内 視 鏡 像 を 撮 像 す る 後 述 の 撮 像 手 段
を 内 蔵 す る 外 付 け テ レ ビ カ メ ラ （ 以 下 、 Ｔ Ｖ カ メ ラ ） ４ と 、 こ の Ｔ Ｖ カ メ ラ ４ の 撮 像 手 段
か ら 供 給 さ れ る 撮 像 信 号 を 信 号 処 理 し て 映 像 信 号 を 生 成 す る 映 像 信 号 処 理 部 ５ と 、 こ の 映
像 信 号 処 理 部 ５ で 生 成 し た 映 像 信 号 を 供 給 さ れ て 内 視 鏡 画 像 を 表 示 す る 顔 面 装 着 型 映 像 表
示 装 置 で あ る Ｆ Ｍ Ｄ ６ と を 有 し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
内 視 鏡 ２ は 、 細 長 の 挿 入 部 １ １ と 、 こ の 挿 入 部 １ １ の 後 端 に 設 け ら れ た 把 持 部 １ ２ と 、 こ
の 把 持 部 １ ２ の 後 端 に 設 け ら れ た 接 眼 部 １ ３ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
内 視 鏡 挿 入 部 １ １ （ 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 １ １ の こ と ） は 、 照 明 光 を 伝 達 す る ラ イ ト ガ イ ド １
４ が 挿 通 さ れ て い る 。 こ の ラ イ ト ガ イ ド １ ４ は 、 把 持 部 １ ２ に 設 け ら れ た ラ イ ト ガ イ ド 口
金 １ ５ に 接 続 さ れ る ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル １ ６ を 介 し て 光 源 装 置 ３ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
そ し て 、 こ の 光 源 装 置 ３ は 、 図 示 し な い 光 源 で 発 生 し た 照 明 光 を ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル １
６ の 入 射 端 面 に 入 射 す る 。 そ し て 、 光 源 装 置 ３ か ら の 照 明 光 は 、 ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル １
６ か ら ラ イ ト ガ イ ド 口 金 １ ５ を 経 て 内 視 鏡 ２ 内 の ラ イ ト ガ イ ド １ ４ に 伝 達 さ れ 、 挿 入 部 １
１ の 先 端 部 の 照 明 窓 に 取 り 付 け ら れ た ラ イ ト ガ イ ド 先 端 面 か ら 体 腔 内 患 部 の 被 検 対 象 部 位
を 照 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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内 視 鏡 挿 入 部 １ １ の 先 端 部 は 、 照 明 窓 に 隣 接 し て 設 け ら れ た 図 示 し な い 観 察 窓 に 対 物 光 学
系 １ ７ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 対 物 光 学 系 １ ７ か ら 取 り 込 ま れ た 被 写 体 像 は 、 像 伝 達
手 段 で あ る リ レ ー レ ン ズ 群 １ ８ に よ り そ の 後 端 面 側 に 伝 達 さ れ る 。 そ し て 、 リ レ ー レ ン ズ
群 １ ８ で 伝 達 さ れ た 被 写 体 像 は 、 接 眼 部 １ ３ に 設 け た 接 眼 光 学 系 １ ９ に よ り 拡 大 さ れ て 内
視 鏡 像 と し て 観 察 可 能 に な っ て い る 。 尚 、 内 視 鏡 ２ は 、 像 伝 達 手 段 と し て リ レ ー レ ン ズ 群
１ ８ を イ メ ー ジ ガ イ ド に 置 き 変 え た 軟 性 な 挿 入 部 １ １ を 有 す る 軟 性 内 視 鏡 で も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 Ｔ Ｖ カ メ ラ ４ は 、 先 端 側 に マ ウ ン ト 部 ２ ０ を 有 し て 内 視 鏡 ２ の 接 眼 部 １ ３ に 着 脱 自 在
に 装 着 で き る と 共 に 、 こ の 後 端 に 延 出 す る カ メ ラ ケ ー ブ ル ２ １ が 前 記 映 像 信 号 処 理 部 ５ に
着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ の Ｔ Ｖ カ メ ラ ４ は 、 内 視 鏡 ２ の 接 眼 部 １ ３ か
ら 供 給 さ れ る 内 視 鏡 像 を 結 像 す る 結 像 光 学 系 ２ ３ と 、 こ の 結 像 光 学 系 の 結 像 位 置 に 撮 像 面
を 配 置 し た Ｃ Ｃ Ｄ ２ ４ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
Ｃ Ｃ Ｄ ２ ４ は 、 カ メ ラ ケ ー ブ ル ２ １ に 挿 通 さ れ る 信 号 線 が 接 続 さ れ て い る 。 前 記 Ｔ Ｖ カ メ
ラ ４ の Ｃ Ｃ Ｄ ２ ４ と 前 記 映 像 信 号 処 理 部 ５ と は 、 カ メ ラ ケ ー ブ ル ２ １ が Ｃ Ｃ Ｕ ５ に 接 続 さ
れ る と 、 信 号 線 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
そ し て 、 Ｔ Ｖ カ メ ラ ４ は 、 内 視 鏡 ２ の 接 眼 部 １ ３ に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ る と 、 こ の 内
視 鏡 接 眼 部 １ ３ か ら 供 給 さ れ る 内 視 鏡 像 を Ｃ Ｃ Ｄ ２ ４ が 撮 像 し て 光 電 変 換 し 、 撮 像 信 号 を
生 成 す る 。 生 成 さ れ た 撮 像 信 号 は 、 信 号 線 を 介 し て 前 記 映 像 信 号 処 理 部 ５ に 出 力 さ れ 、 こ
の 映 像 信 号 処 理 部 ５ で 信 号 処 理 さ れ て 標 準 的 な 映 像 信 号 が 生 成 さ れ る 。 生 成 さ れ た 映 像 信
号 は 、 前 記 Ｆ Ｍ Ｄ ６ に 出 力 さ れ 、 こ の Ｆ Ｍ Ｄ ６ で 内 視 鏡 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ こ で 、 従 来 の 内 視 鏡 装 置 は 、 内 視 鏡 で 得 た 内 視 鏡 画 像 を 前 記 Ｆ Ｍ Ｄ ６ の 表 示 画 面 に 表 示
さ せ て 内 視 鏡 下 外 科 手 術 等 を 行 う と 、 使 用 中 に 顔 を 動 か し て も 内 視 鏡 を 動 か さ な い 限 り 、
前 記 Ｆ Ｍ Ｄ ６ の 表 示 画 面 に 表 示 さ れ て い る 内 視 鏡 画 像 が 動 か な い 。 こ の た め 、 前 記 Ｆ Ｍ Ｄ
６ を 備 え た 従 来 の 内 視 鏡 装 置 は 、 前 記 Ｆ Ｍ Ｄ ６ 使 用 時 の 観 察 者 に 違 和 感 が 生 じ 、 長 時 間 の
使 用 に 適 さ な い 。
そ こ で 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 Ｆ Ｍ Ｄ 使 用 時 の 観 察 者 の 違 和 感 を 軽 減 可 能 な 内 視 鏡 用 画 像 処
理 装 置 （ 以 下 、 単 に 画 像 処 理 装 置 ） ３ ０ を 設 け る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
即 ち 、 こ の 画 像 処 理 装 置 ３ ０ は 、 前 記 映 像 信 号 処 理 部 ５ か ら の 前 記 内 視 鏡 ２ で 得 た 内 視 鏡
画 像 デ ー タ を 記 憶 す る 画 像 メ モ リ ３ １ と 、 前 記 Ｆ Ｍ Ｄ ６ を 装 着 し た 観 察 者 に 対 し て 予 め 設
定 し た 原 点 位 置 か ら の 頭 部 方 向 を 検 知 す る 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ と 、 こ の 頭 部 方 向 検 知 部 ３
２ で 検 知 し た 原 点 位 置 か ら の 頭 部 方 向 の 変 化 量 を 算 出 す る と 共 に 、 こ の 算 出 し た 変 化 量 の
絶 対 値 が 所 定 の 閾 値 を 超 え た か 否 か を 判 断 す る 変 化 量 判 断 部 ３ ３ と 、 前 記 頭 部 方 向 検 知 部
３ ２ で 検 知 し た 原 点 位 置 か ら の 頭 部 方 向 に 基 づ き 、 前 記 画 像 メ モ リ ３ １ に 記 憶 さ れ た 画 像
デ ー タ の 一 部 を 予 め 設 定 し た 領 域 で 切 り 出 す 画 像 切 出 位 置 制 御 部 ３ ４ と 、 こ の 画 像 切 出 位
置 制 御 部 ３ ４ で 切 り 出 さ れ た 画 像 デ ー タ を 画 像 処 理 と し て 拡 大 処 理 す る 画 像 拡 大 部 ３ ５ と
、 前 記 変 化 量 判 断 部 ３ ３ の 判 断 結 果 に 基 づ き 、 前 記 画 像 拡 大 部 ３ ５ で 拡 大 処 理 さ れ た 画 像
デ ー タ の 映 像 信 号 と 、 前 記 映 像 信 号 処 理 部 ５ か ら の 前 記 内 視 鏡 ２ で 得 た 内 視 鏡 画 像 の 映 像
信 号 と を 切 り 換 え て 前 記 Ｆ Ｍ Ｄ ６ に 出 力 す る 画 像 切 換 部 ３ ６ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
前 記 画 像 メ モ リ ３ １ は 、 前 記 映 像 信 号 処 理 部 ５ か ら の 前 記 内 視 鏡 ２ で 得 た 被 検 体 部 位 の 最
新 の 内 視 鏡 画 像 デ ー タ を 常 時 更 新 ・ 記 憶 す る よ う に な っ て い る 。
前 記 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 前 記 Ｆ Ｍ Ｄ ６ に 固 定 さ れ る セ ン ス コ イ ル ３
２ ａ と 、 定 位 置 に 固 定 さ れ る ソ ー ス コ イ ル ３ ２ ｂ と が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら セ ン ス コ イ
ル ３ ２ ａ 及 び ソ ー ス コ イ ル ３ ２ ｂ は 、 ３ つ の 直 交 す る 軸 （ Ｘ 軸 、 Ｙ 軸 、 Ｚ 軸 ） 回 り に 巻 い
た コ イ ル に よ り 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら セ ン ス コ イ ル ３ ２ ａ 及 び ソ ー ス コ イ ル ３ ２ ｂ は 、
相 互 イ ン ダ ク タ ン ス に よ り 三 次 元 的 位 置 関 係 を 検 出 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
従 っ て 、 前 記 ソ ー ス コ イ ル ３ ２ ｂ は 、 セ ン ス コ イ ル ３ ２ ａ の 三 次 元 的 位 置 を 検 知 す る こ と
で 、 観 察 者 の 頭 部 方 向 を 検 知 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 こ の ソ ー ス コ イ ル ３ ２ ｂ で 検
知 し た セ ン ス コ イ ル ３ ２ ａ の 三 次 元 的 位 置 デ ー タ は 、 頭 部 方 向 の 位 置 デ ー タ と し て 前 記 変
化 量 判 断 部 ３ ３ に 出 力 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ こ で 、 頭 部 方 向 は 、 例 え ば 、 内 視 鏡 の 軸 方 向 に 顔 を 向 け た と き を 原 点 位 置 と し て 予 め 設
定 し 、 こ の 原 点 座 標 軸 の Ｘ 軸 ， Ｙ 軸 ， Ｚ 軸 に 対 す る 軸 回 り の 回 転 方 向 を 表 す も の と す る 。
例 え ば 、 Ｚ 軸 回 り の 回 転 方 向 は 、 頭 部 の 左 右 方 向 を 表 し 、 Ｙ 軸 回 り の 回 転 方 向 は 、 頭 部 の
上 下 方 向 を 表 し 、 Ｘ 軸 回 り の 回 転 方 向 は 、 頭 部 の 傾 き 方 向 を 表 し て い る 。
本 実 施 の 形 態 で は 、 頭 部 方 向 と し て 特 に 、 Ｙ 軸 ・ Ｚ 軸 回 り の 回 転 方 向 で あ る 頭 部 の 上 下 左
右 方 向 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
前 記 変 化 量 判 断 部 ３ ３ は 、 前 記 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ か ら の 頭 部 方 向 の 位 置 デ ー タ に 基 づ き
、 頭 部 方 向 の 原 点 位 置 か ら の 変 化 量 を 算 出 す る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 前 記 変 化 量 判
断 部 ３ ３ は 、 算 出 し た 頭 部 方 向 の 原 点 位 置 か ら の 変 化 量 デ ー タ を 前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 部
３ ４ に 出 力 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 前 記 変 化 量 判 断 部 ３ ３ は 、 算 出 し た 頭 部 方 向 の 原 点 位 置 か ら の 変 化 量 の 絶 対 値 が 所
定 の 閾 値 を 超 え た か 否 か を 判 断 す る と 共 に 、 こ の 判 断 結 果 を 前 記 画 像 切 換 部 ３ ６ に 出 力 す
る よ う に な っ て い る 。 尚 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 前 記 変 化 量 判 断 部 ３ ３ は 、 所 定 の 閾 値 と し
て １ ５ °を 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 部 ３ ４ は 、 前 記 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ で 検 知 し た 原 点 位 置 か ら の 頭 部
方 向 の 変 化 量 に 応 じ て 予 め 設 定 し た 、 前 記 画 像 メ モ リ ３ １ に 記 憶 さ れ て い る 画 像 デ ー タ の
一 部 の 領 域 を 切 り 出 す よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
尚 、 前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 部 ３ ４ は 、 図 示 し な い 領 域 設 定 入 力 手 段 に よ り 、 予 め 設 定 し た
領 域 を 設 定 入 力 す る よ う に な っ て い る 。 こ の こ と に よ り 、 前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 部 ３ ４ は
、 例 え ば 、 観 察 者 が 頭 部 を 左 右 方 向 に 回 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 予 め 設 定 し た 領 域 が 前 記
画 像 メ モ リ ３ １ に 記 憶 さ れ て い る 画 像 デ ー タ か ら 切 り 出 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、
前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 部 ３ ４ は 、 図 示 し な い 領 域 設 定 入 力 手 段 を 設 け ず と も 、 予 め 製 造 側
で 切 り 出 す 領 域 を 設 定 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
尚 、 こ の と き 切 り 出 さ れ る 画 像 デ ー タ は 、 領 域 の 大 き さ が 例 え ば 、 縦 横 比 （ ア ス ペ ク ト 比
） を 内 視 鏡 画 像 と 同 じ で 且 つ 内 視 鏡 画 像 の １ ５ 分 の １ の 大 き さ に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、
こ の 領 域 の 大 き さ 設 定 は 、 図 示 し な い キ ー ボ ー ド 等 の 入 力 手 段 に よ り 変 更 可 能 で あ る 。
そ し て 、 画 像 切 出 位 置 制 御 部 ３ ４ は 、 切 り 出 し た 内 視 鏡 画 像 の 画 像 デ ー タ を 前 記 画 像 拡 大
部 ３ ５ に 出 力 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
前 記 画 像 拡 大 部 ３ ５ は 、 前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 部 ３ ４ か ら の 内 視 鏡 画 像 の 画 像 デ ー タ を 補
間 伸 張 し て 、 前 記 Ｆ Ｍ Ｄ ６ の 表 示 画 面 い っ ぱ い に 表 示 可 能 な 大 き さ と な る よ う に 前 記 Ｆ Ｍ
Ｄ ６ の 表 示 画 面 の 縦 横 比 と 同 じ 縦 横 比 に 拡 大 処 理 す る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 画 像 拡
大 部 ３ ５ は 、 拡 大 処 理 し た 画 像 デ ー タ の 映 像 信 号 を 前 記 画 像 切 換 部 ３ ６ に 出 力 す る よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
前 記 画 像 切 換 部 ３ ６ は 、 前 記 変 化 量 判 断 部 ３ ３ の 判 断 結 果 に 基 づ き 、 頭 部 方 向 の 変 化 量 の
絶 対 値 が 所 定 の 閾 値 以 下 の と き 、 前 記 映 像 信 号 処 理 部 ５ か ら の 前 記 内 視 鏡 ２ で 得 た 内 視 鏡
画 像 の 映 像 信 号 に 切 り 換 え 、 頭 部 方 向 の 変 化 量 の 絶 対 値 が 所 定 値 を 超 え る と き 、 前 記 画 像
拡 大 部 ３ ５ で 拡 大 処 理 さ れ た 映 像 信 号 に 切 り 換 え る よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ る 画 像 処 理 装 置 ３ ０ を 設 け た 内 視 鏡 装 置 １ を 用 い て 、 内 視 鏡 検 査 等 を
行 う 。 観 察 者 は 、 図 １ で 説 明 し た よ う に 内 視 鏡 装 置 １ を 構 成 し 、 内 視 鏡 ２ の 把 持 部 １ ２ を
把 持 し て こ の 内 視 鏡 挿 入 部 １ １ を 患 者 の 体 腔 内 に 挿 入 し て 内 視 鏡 画 像 を 得 る 。 こ の と き 、
観 察 者 は 、 顔 面 に Ｆ Ｍ Ｄ ６ を 装 着 し て 、 Ｆ Ｍ Ｄ ６ の 表 示 画 面 に 表 示 さ れ る 被 検 対 象 部 位 の
内 視 鏡 画 像 を 見 な が ら 内 視 鏡 検 査 等 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
内 視 鏡 装 置 １ は 、 映 像 信 号 処 理 部 ５ で 信 号 処 理 さ れ た 映 像 信 号 が Ｆ Ｍ Ｄ ６ に 出 力 さ れ 、 図
４ （ ａ ） に 示 す よ う に こ の Ｆ Ｍ Ｄ ６ の 表 示 画 面 に 内 視 鏡 画 像 ４ １ と し て 表 示 さ れ る 。 そ し
て 、 図 ３ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 っ て 、 画 像 処 理 装 置 ３ ０ は 頭 部 方 向 の 画 像 制 御 を 行 う
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ３ に 示 す よ う に Ｆ Ｍ Ｄ ６ を 装 着 し た 観 察 者 は 、 先 ず 原 点 位 置 と し て の 頭 部 方 向 を 内 視 鏡
挿 入 部 の 挿 入 方 向 に 合 わ せ て 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ に 設 定 （ セ ッ ト ） し 、 記 憶 さ せ る （ ス テ
ッ プ Ｓ １ ） 。 そ し て 、 画 像 メ モ リ ３ １ は 、 映 像 信 号 処 理 部 ５ か ら の 内 視 鏡 ２ で 得 た 内 視 鏡
画 像 デ ー タ を 常 時 更 新 ・ 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
そ し て 、 術 中 に 観 察 者 が 頭 部 を 上 下 左 右 方 向 に 動 か す と 、 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ は 、 ソ ー ス
コ イ ル ３ ２ ｂ が セ ン ス コ イ ル ３ ２ ａ の 三 次 元 的 位 置 を 検 知 す る こ と で 、 観 察 者 の 頭 部 方 向
（ 上 下 左 右 方 向 ） を 検 知 す る 。 そ し て 、 こ の ソ ー ス コ イ ル ３ ２ ｂ で 検 知 し た セ ン ス コ イ ル
３ ２ ａ の 三 次 元 的 位 置 デ ー タ は 、 頭 部 方 向 の 位 置 デ ー タ と し て 変 化 量 判 断 部 ３ ３ に 出 力 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
変 化 量 判 断 部 ３ ３ は 、 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ か ら の 頭 部 方 向 の 位 置 デ ー タ に 基 づ き 、 頭 部 方
向 の 変 化 量 を 検 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。 そ し て 、 変 化 量 判 断 部 ３ ３ は 、 頭 部 方 向 の 変 化
量 の 絶 対 値 が 所 定 の 閾 値 、 例 え ば 、 １ ５ °を 超 え た か 否 か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。
そ し て 、 変 化 量 判 断 部 ３ ３ は 、 判 断 結 果 を 画 像 切 換 部 ３ ６ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
一 方 、 画 像 切 出 位 置 制 御 部 ３ ４ は 、 前 記 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ で 検 知 し た 原 点 位 置 か ら の 頭
部 方 向 の 変 化 量 に 応 じ て 予 め 設 定 し た 、 前 記 画 像 メ モ リ ３ １ に 記 憶 さ れ て い る 画 像 デ ー タ
の 一 部 の 領 域 、 例 え ば 、 縦 横 比 が 内 視 鏡 画 像 ４ １ と 同 じ で 且 つ 内 視 鏡 画 像 ４ １ の １ ５ 分 の
１ の 大 き さ で 、 小 画 像 部 分 ４ ２ の 位 置 の 画 像 デ ー タ を 切 り 取 り （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 、 こ の 切
り 出 し た 小 画 像 部 分 ４ ２ の 画 像 デ ー タ を 画 像 拡 大 部 ３ ５ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
そ し て 、 画 像 拡 大 部 ３ ５ は 、 画 像 切 出 位 置 制 御 部 ３ ４ か ら の 小 画 像 部 分 ４ ２ の 画 像 デ ー タ
を 補 間 伸 張 し て 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に Ｆ Ｍ Ｄ ６ の 表 示 画 面 い っ ぱ い に 表 示 可 能 な 大 き
さ と な る よ う に Ｆ Ｍ Ｄ ６ の 表 示 画 面 の 縦 横 比 と 同 じ 縦 横 比 に 拡 大 処 理 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５
） 。 そ し て 、 画 像 拡 大 部 ３ ５ は 、 拡 大 処 理 し た 画 像 デ ー タ の 映 像 信 号 を 画 像 切 換 部 ３ ６ に
出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
画 像 切 換 部 ３ ６ は 、 変 化 量 判 断 部 ３ ３ の 判 断 結 果 に 基 づ き 、 頭 部 方 向 の 変 化 量 の 絶 対 値 が
１ ５ °よ り 大 き く な る と 画 像 拡 大 部 ３ ５ で 拡 大 処 理 さ れ た 映 像 信 号 に 切 り 換 え て Ｆ Ｍ Ｄ ６
に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ） 。 す る と 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に Ｆ Ｍ Ｄ ６ は 、 こ の 表 示 画
面 に 拡 大 処 理 さ れ た 拡 大 画 像 ４ ３ が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
一 方 、 画 像 切 換 部 ３ ６ は 、 変 化 量 判 断 部 ３ ３ の 判 断 結 果 に 基 づ き 、 頭 部 方 向 の 変 化 量 の 絶
対 値 が １ ５ °以 下 で あ る 場 合 、 映 像 信 号 処 理 部 ５ か ら の 内 視 鏡 ２ で 得 た 内 視 鏡 画 像 の 映 像
信 号 に 切 り 換 え て Ｆ Ｍ Ｄ ６ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 。 す る と 、 上 述 し た 図 ４ （ ａ ） に
示 す よ う に Ｆ Ｍ Ｄ ６ は 、 表 示 画 面 に 内 視 鏡 画 像 ４ １ が 表 示 さ れ る 。
尚 、 頭 部 の 変 化 方 向 は 、 画 像 切 出 位 置 の 移 動 方 向 と 等 し い と し て 、 頭 部 方 向 の 変 化 量 と 画
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像 切 出 位 置 の 移 動 量 と の 関 係 は 違 和 感 の 無 い よ う に 任 意 に 決 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ の 結 果 、 本 実 施 の 形 態 の 画 像 処 理 装 置 ３ ０ は 、 Ｆ Ｍ Ｄ ６ を 装 着 し た 観 察 者 が 顔 （ 頭 部 ）
を 大 き く 動 か す と 、 こ の Ｆ Ｍ Ｄ ６ の 表 示 画 面 に 表 示 さ れ る 内 視 鏡 画 像 が 予 め 設 定 さ れ た 領
域 の 拡 大 画 像 を 表 示 し 、 再 び 顔 を 正 し い 方 向 に 向 け れ ば 通 常 の 内 視 鏡 画 像 が 観 察 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
従 っ て 、 本 実 施 の 形 態 の 画 像 処 理 装 置 ３ ０ は 、 Ｆ Ｍ Ｄ 使 用 時 の 観 察 者 の 違 和 感 を 軽 減 す る
こ と が 可 能 で あ る 。
こ れ に よ り 、 本 実 施 の 形 態 の 画 像 処 理 装 置 ３ ０ は 、 内 視 鏡 ２ や Ｔ Ｖ カ メ ラ ４ を 従 来 の も の
が そ の ま ま 使 用 で き る の で 、 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
尚 、 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 装 置 １ は 、 光 学 式 の 内 視 鏡 ２ を 用 い て 構 成 し て い る が 、 撮 像 素
子 を 内 蔵 し た 電 子 内 視 鏡 を 用 い て 構 成 し た 内 視 鏡 装 置 に 本 発 明 を 適 用 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
図 ５ な い し 図 ８ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 り 、 図 ５ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態
を 備 え た 内 視 鏡 装 置 を 示 す 全 体 構 成 図 、 図 ６ は 図 ５ の 内 視 鏡 用 画 像 処 理 装 置 の 動 作 を 示 す
フ ロ ー チ ャ ー ト 、 図 ７ は 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 っ て Ｆ Ｍ Ｄ の 表 示 画 面 に 表 示 さ れ る 内
視 鏡 画 像 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 図 ７ （ ａ ） は Ｆ Ｍ Ｄ の 表 示 画 面 に 表 示 さ れ る 内 視 鏡 画 像 を
示 す 説 明 図 、 図 ７ （ ｂ ） は Ｆ Ｍ Ｄ の 表 示 画 面 に 表 示 さ れ る 表 示 処 理 及 び 黒 信 号 処 理 し た 内
視 鏡 画 像 を 示 す 説 明 図 、 図 ８ は 本 実 施 の 形 態 の 変 形 例 を 示 す Ｆ Ｍ Ｄ の 表 示 画 面 に 表 示 さ れ
る 内 視 鏡 画 像 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 図 ８ （ ａ ） は Ｆ Ｍ Ｄ の 表 示 画 面 に 表 示 さ れ る 内 視 鏡 画
像 を 示 す 説 明 図 、 図 ８ （ ｂ ） は Ｆ Ｍ Ｄ の 表 示 画 面 に 表 示 さ れ る 頭 部 傾 き に 応 じ た 表 示 処 理
及 び 黒 信 号 処 理 し た 内 視 鏡 画 像 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 は 、 前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 部 ３ ４ で 切 り 出 さ れ た 画 像 デ ー タ を 画 像
処 理 と し て 拡 大 処 理 す る 画 像 拡 大 部 ３ ５ を 設 け て 構 成 し て い る が 、 本 第 ２ の 実 施 の 形 態 は
、 前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 部 ３ ４ で 切 り 出 さ れ た 画 像 デ ー タ を 頭 部 方 向 に 応 じ た 表 示 位 置 に
す る 表 示 処 理 及 び こ の 表 示 処 理 に よ る 画 像 部 分 の 周 囲 を 黒 信 号 で 覆 う 黒 信 号 処 理 を 行 う よ
う に 構 成 す る 。 そ れ 以 外 の 構 成 は 、 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 な の で 説 明 を 省 略 し 、 同
じ 構 成 に は 同 じ 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
即 ち 、 図 ５ に 示 す よ う に 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 備 え た 内 視 鏡 装 置 １ Ｂ は 、 前 記 画 像
拡 大 部 ３ ５ の 代 わ り に 表 示 位 置 制 御 部 及 び 黒 信 号 合 成 部 ５ １ を 設 け た 画 像 処 理 装 置 ３ ０ Ｂ
を 有 し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
前 記 表 示 位 置 制 御 部 及 び 黒 信 号 合 成 部 ５ １ は 、 前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 部 ３ ４ Ｂ で 切 り 出 さ
れ た 画 像 デ ー タ を 頭 部 方 向 に 応 じ た 表 示 位 置 に す る 表 示 処 理 及 び こ の 表 示 処 理 に よ る 画 像
部 分 の 周 囲 を 黒 信 号 で 覆 う 黒 信 号 処 理 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
更 に 、 具 体 的 に 説 明 す る と 、 頭 部 方 向 を 右 下 に 向 け た 場 合 、 前 記 表 示 位 置 制 御 部 及 び 黒 信
号 合 成 部 ５ １ は 、 前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 部 ３ ４ Ｂ で 切 り 出 さ れ た 画 像 デ ー タ を 倍 率 の 変 更
無 く 、 Ｆ Ｍ Ｄ ６ の 表 示 画 面 の 左 辺 と 上 辺 と に 、 切 り 出 し 線 、 つ ま り 、 前 記 画 像 切 出 位 置 制
御 部 ３ ４ Ｂ で 切 り 出 さ れ た 画 像 デ ー タ の 左 辺 と 上 辺 と が そ れ ぞ れ 接 す る よ う に 表 示 処 理 す
る と 共 に 、 且 つ こ の 表 示 処 理 を し た 画 像 に お い て 、 切 り 出 し 線 で 切 り 出 さ れ た 画 像 部 分 の
周 囲 を 黒 信 号 で 覆 う 黒 信 号 処 理 を 行 う よ う に な っ て い る 。
そ れ 以 外 の 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ 、 変 化 量 判 断 部 ３ ３ 、 画 像 切 換 部 ３ ６ は 、 上 記 第 １ の 実 施
の 形 態 で 説 明 し た の と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ る 内 視 鏡 用 画 像 処 理 装 置 を 設 け た 内 視 鏡 装 置 １ Ｂ を 用 い て 、 上 記 第 １
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の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た の と 同 様 に 観 察 者 は 、 顔 面 に Ｆ Ｍ Ｄ ６ を 装 着 し 、 Ｆ Ｍ Ｄ ６ の 表 示
画 面 に 表 示 さ れ る 被 検 対 象 部 位 の 内 視 鏡 画 像 を 見 な が ら 内 視 鏡 検 査 等 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
内 視 鏡 装 置 １ Ｂ は 、 映 像 信 号 処 理 部 ５ で 信 号 処 理 さ れ た 映 像 信 号 が Ｆ Ｍ Ｄ ６ に 出 力 さ れ 、
図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に こ の Ｆ Ｍ Ｄ ６ の 表 示 画 面 に 内 視 鏡 画 像 ４ １ と し て 表 示 さ れ る 。 そ
し て 、 図 ６ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 っ て 、 画 像 処 理 装 置 ３ ０ Ｂ は 頭 部 方 向 の 画 像 制 御 を
行 う 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 ６ に 示 す よ う に Ｆ Ｍ Ｄ ６ を 装 着 し た 観 察 者 は 、 先 ず 原 点 位 置 と し て の 頭 部 方 向 を 内 視 鏡
挿 入 部 の 挿 入 方 向 に 合 わ せ て 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ に 設 定 （ セ ッ ト ） し 、 記 憶 さ せ る （ ス テ
ッ プ Ｓ １ １ ） 。 こ の と き 、 画 像 メ モ リ ３ １ は 、 映 像 信 号 処 理 部 ５ か ら の 内 視 鏡 ２ で 得 た 最
新 の 内 視 鏡 画 像 デ ー タ を 常 時 更 新 ・ 記 憶 す る 。
そ し て 、 術 中 に 観 察 者 が 頭 部 を 左 右 方 向 に 動 か す と 、 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ は 、 観 察 者 の 頭
部 方 向 （ 左 右 方 向 ） を 検 知 し て 、 頭 部 方 向 の 位 置 デ ー タ を 変 化 量 判 断 部 ３ ３ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
変 化 量 判 断 部 ３ ３ は 、 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ か ら の 頭 部 方 向 の 位 置 デ ー タ に 基 づ き 、 頭 部 方
向 の 変 化 量 を 検 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ） 。 そ し て 、 変 化 量 判 断 部 ３ ３ は 、 頭 部 方 向 の 変
化 量 の 絶 対 値 が 所 定 の 閾 値 、 例 え ば 、 １ ５ °を 超 え た か 否 か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３
） 。 そ し て 、 変 化 量 判 断 部 ３ ３ は 、 判 断 結 果 を 画 像 切 換 部 ３ ６ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
一 方 、 画 像 切 出 位 置 制 御 部 ３ ４ Ｂ は 、 前 記 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ で 検 知 し た 原 点 位 置 か ら の
頭 部 方 向 の 変 化 量 に 応 じ て 予 め 設 定 し た 、 前 記 画 像 メ モ リ ３ １ に 記 憶 さ れ て い る 画 像 デ ー
タ の 一 部 の 領 域 で あ る 、 小 画 像 部 分 ５ ２ の 位 置 の 画 像 デ ー タ を 切 り 取 り （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４
） 、 こ の 切 り 出 し た 小 画 像 部 分 ５ ２ の 位 置 の 画 像 デ ー タ を 表 示 位 置 制 御 部 及 び 黒 信 号 合 成
部 ５ １ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
そ し て 、 表 示 位 置 制 御 部 及 び 黒 信 号 合 成 部 ５ １ は 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 頭 部 方 向 を
右 下 に 向 け た 場 合 は 、 画 像 切 出 位 置 制 御 部 ３ ４ Ｂ か ら の 小 画 像 部 分 ５ ２ の 画 像 デ ー タ を 倍
率 の 変 更 無 く 、 Ｆ Ｍ Ｄ ６ の 表 示 画 面 の 左 辺 と 上 辺 と に 、 切 り 出 し 線 、 つ ま り 、 前 記 画 像 切
出 位 置 制 御 部 ３ ４ Ｂ で 切 り 出 さ れ た 画 像 デ ー タ の 左 辺 と 上 辺 と が そ れ ぞ れ 接 す る よ う に 表
示 処 理 す る 。 こ の 際 の 表 示 処 理 は 、 一 般 的 に は 、 切 り 出 さ れ た 画 像 の 切 り 出 し 線 に 対 応 す
る 表 示 画 像 の 同 じ 側 の 辺 に 、 切 り 出 し 線 が 接 す る よ う に し て い る 。 そ し て 、 こ れ と 共 に 、
こ の 表 示 処 理 を し た 画 像 部 分 の 周 囲 を 黒 信 号 で 覆 う 黒 信 号 処 理 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ）
。 そ し て 、 表 示 位 置 制 御 部 及 び 黒 信 号 合 成 部 ５ １ は 、 表 示 処 理 及 び 黒 信 号 処 理 し た 画 像 デ
ー タ の 映 像 信 号 を 画 像 切 換 部 ３ ６ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
画 像 切 換 部 ３ ６ は 、 変 化 量 判 断 部 ３ ３ の 判 断 結 果 に 基 づ き 、 頭 部 方 向 の 変 化 量 の 絶 対 値 が
１ ５ °よ り 大 き く な る と 表 示 位 置 制 御 部 及 び 黒 信 号 合 成 部 ５ １ で 表 示 処 理 及 び 黒 信 号 処 理
さ れ た 映 像 信 号 に 切 り 換 え て Ｆ Ｍ Ｄ ６ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ） 。 す る と 、 図 ７ （ ｂ
） に 示 す よ う に Ｆ Ｍ Ｄ ６ は 、 こ の 表 示 画 面 の 画 面 枠 と 重 な る 位 置 に 倍 率 の 変 更 無 く 、 そ の
他 の 部 分 は 黒 画 像 に 覆 わ れ た 処 理 画 像 ５ ３ が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
一 方 、 画 像 切 換 部 ３ ６ は 、 変 化 量 判 断 部 ３ ３ の 判 断 結 果 に 基 づ き 、 頭 部 方 向 の 変 化 量 の 絶
対 値 が １ ５ °以 下 で あ る 場 合 、 映 像 信 号 処 理 部 ５ か ら の 内 視 鏡 ２ で 得 た 内 視 鏡 画 像 の 映 像
信 号 に 切 り 換 え て Ｆ Ｍ Ｄ ６ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ７ ） 。 す る と 、 上 述 し た 図 ７ （ ａ ）
に 示 す よ う に Ｆ Ｍ Ｄ ６ は 、 表 示 画 面 に 内 視 鏡 画 像 ４ １ が 表 示 さ れ る 。
尚 、 頭 部 方 向 の 変 化 量 と 切 り 出 し 線 の 移 動 量 と の 関 係 は 、 違 和 感 の な い よ う に 任 意 に 決 め
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
こ の 結 果 、 本 実 施 の 形 態 の 画 像 処 理 装 置 ３ ０ Ｂ は 、 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 と ほ ぼ 同 様 な 効
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果 を 得 る こ と に 加 え 、 切 り 換 わ っ た 画 像 の 倍 率 が 変 わ ら な い の で 良 好 な 処 理 画 像 が Ｆ Ｍ Ｄ
６ の 表 示 画 面 に 表 示 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
尚 、 上 記 第 １ ， 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 頭 部 方 向 と し て Ｙ 軸 ・ Ｚ 軸 回 り の 回 転 方 向 で あ る
頭 部 の 上 下 左 右 方 向 を 用 い て 説 明 し て い る が 、 前 記 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ の 検 出 に よ り 、 Ｘ
軸 回 り の 回 転 方 向 で あ る 頭 部 の 傾 き 方 向 も 検 知 で き る 。 こ の た め 、 画 像 処 理 装 置 ３ ０ Ｂ は
、 頭 部 方 向 と し て 前 記 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ で 検 出 し た 頭 部 の 傾 き 方 向 を も 用 い て 表 示 処 理
を 行 う よ う に 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
即 ち 、 前 記 変 化 量 判 断 部 ３ ３ は 、 前 記 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ か ら の 頭 部 の 傾 き 方 向 の 位 置 デ
ー タ に 基 づ き 、 傾 き の 変 化 量 の 絶 対 値 が 所 定 の 閾 値 を 超 え た か 否 か を 判 断 す る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 部 ３ ４ Ｂ は 、 前 記 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ で 検 知 し た 原 点 位 置 か ら の 頭
部 傾 き 方 向 の 変 化 量 に 応 じ て 予 め 設 定 し た 、 前 記 画 像 メ モ リ ３ １ に 記 憶 さ れ て い る 画 像 デ
ー タ の 一 部 の 領 域 を 切 り 出 す よ う に な っ て い る 。 尚 、 こ の 切 り 出 す 領 域 は 、 例 え ば 、 縦 横
比 （ ア ス ペ ク ト 比 ） 及 び 大 き さ が 内 視 鏡 画 像 と 同 じ に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
前 記 表 示 位 置 制 御 部 及 び 黒 信 号 合 成 部 ５ １ は 、 前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 部 ３ ４ Ｂ で 切 り 出 さ
れ た 画 像 デ ー タ を 倍 率 の 変 更 無 く 、 更 に 頭 の 傾 い た 角 度 と 同 じ 角 度 だ け 傾 け て Ｆ Ｍ Ｄ ６ の
表 示 画 面 の ４ 辺 に 切 り 出 し 線 が そ れ ぞ れ 接 す る よ う に 表 示 処 理 す る と 共 に 、 且 つ こ の 表 示
処 理 を し た 画 像 に お い て 、 切 り 出 し 線 で 切 り 出 さ れ た 画 像 部 分 の 周 囲 を 黒 信 号 で 覆 う 黒 信
号 処 理 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
前 記 画 像 切 換 部 ３ ６ は 、 前 記 変 化 量 判 断 部 ３ ３ の 判 断 結 果 に 基 づ き 、 頭 部 の 傾 き 方 向 の 変
化 量 の 絶 対 値 が 所 定 の 閾 値 以 下 の と き 、 前 記 映 像 信 号 処 理 部 ５ か ら の 前 記 内 視 鏡 ２ で 得 た
内 視 鏡 画 像 の 映 像 信 号 に 切 り 換 え 、 頭 部 の 傾 き 方 向 の 変 化 量 の 絶 対 値 が 所 定 値 を 超 え る と
き 、 前 記 表 示 位 置 制 御 部 及 び 黒 信 号 合 成 部 ５ １ で 黒 信 号 処 理 さ れ た 映 像 信 号 に 切 り 換 え る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ る 内 視 鏡 用 画 像 処 理 装 置 を 設 け た 内 視 鏡 装 置 １ Ｂ を 用 い て 、 観 察 者 は
、 顔 面 に Ｆ Ｍ Ｄ ６ を 装 着 し 、 Ｆ Ｍ Ｄ ６ の 表 示 画 面 に 表 示 さ れ る 被 検 対 象 部 位 の 内 視 鏡 画 像
を 見 な が ら 内 視 鏡 検 査 等 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
内 視 鏡 装 置 １ Ｂ は 、 映 像 信 号 処 理 部 ５ で 信 号 処 理 さ れ た 映 像 信 号 が Ｆ Ｍ Ｄ ６ に 出 力 さ れ 、
図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に こ の Ｆ Ｍ Ｄ ６ の 表 示 画 面 に 内 視 鏡 画 像 ４ １ と し て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
上 記 第 ２ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た の と 同 様 に Ｆ Ｍ Ｄ ６ を 装 着 し た 観 察 者 は 、 先 ず 原 点 位 置
と し て の 頭 部 方 向 を 内 視 鏡 挿 入 部 の 挿 入 方 向 に 合 わ せ て 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ に 設 定 （ セ ッ
ト ） し 、 記 憶 さ せ る 。
そ し て 、 術 中 に 観 察 者 が 頭 部 を 傾 か せ る と 、 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ は 、 観 察 者 の 頭 部 方 向 （
傾 き 方 向 ） を 検 知 し て 、 頭 部 方 向 （ 傾 き 方 向 ） の 位 置 デ ー タ を 変 化 量 判 断 部 ３ ３ に 出 力 す
る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
変 化 量 判 断 部 ３ ３ は 、 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ か ら の 頭 部 方 向 （ 傾 き 方 向 ） の 位 置 デ ー タ に 基
づ き 、 頭 部 方 向 （ 傾 き 方 向 ） の 変 化 量 を 検 出 す る 。 そ し て 、 変 化 量 判 断 部 ３ ３ は 、 頭 部 方
向 （ 傾 き 方 向 ） の 変 化 量 の 絶 対 値 が 所 定 の 閾 値 、 例 え ば 、 １ ５ °を 超 え た か 否 か を 判 断 す
る 。 そ し て 、 変 化 量 判 断 部 ３ ３ は 、 判 断 結 果 を 画 像 切 換 部 ３ ６ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
一 方 、 画 像 切 出 位 置 制 御 部 ３ ４ Ｂ は 、 前 記 頭 部 方 向 検 知 部 ３ ２ で 検 知 し た 原 点 位 置 か ら の
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頭 部 方 向 （ 傾 き 方 向 ） の 変 化 量 に 応 じ て 予 め 傾 き を 切 り 出 し 線 ５ ４ で 囲 ま れ た 位 置 の 、 前
記 画 像 メ モ リ ３ １ に 記 憶 さ れ て い る 画 像 デ ー タ の 一 部 の 領 域 で あ る 画 像 デ ー タ を 切 り 取 り
、 こ の 切 り 出 し 線 ５ ４ で 切 り 出 さ れ た 画 像 デ ー タ を 表 示 位 置 制 御 部 及 び 黒 信 号 合 成 部 ５ １
に 出 力 す る 。 尚 、 切 り 出 し 線 ５ ４ で 切 り 出 さ れ る 画 像 に は 、 内 視 鏡 画 像 ４ １ か ら は み 出 る
領 域 が 仮 想 的 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
そ し て 、 表 示 位 置 制 御 部 及 び 黒 信 号 合 成 部 ５ １ は 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に 画 像 切 出 位 置
制 御 部 ３ ４ Ｂ か ら の 画 像 部 分 ５ ４ の 画 像 デ ー タ を 倍 率 の 変 更 無 く 、 Ｆ Ｍ Ｄ ６ の 表 示 画 面 の
４ 辺 に 切 り 出 し 線 ５ ４ の ４ 辺 が そ れ ぞ れ 接 す る よ う に 、 画 像 を 頭 部 方 向 （ 傾 き 方 向 ） に 応
じ た 角 度 の 分 だ け 回 転 さ せ て 表 示 処 理 す る と 共 に 、 且 つ こ の 表 示 処 理 を し た 画 像 に お い て
、 切 り 出 し 線 ５ ４ で 切 り 出 さ れ た 画 像 部 分 の 周 囲 を 黒 信 号 で 覆 う 黒 信 号 処 理 を 行 う 。 そ し
て 、 表 示 位 置 制 御 部 及 び 黒 信 号 合 成 部 ５ １ は 、 表 示 処 理 及 び 黒 信 号 処 理 し た 画 像 デ ー タ の
映 像 信 号 を 画 像 切 換 部 ３ ６ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
画 像 切 換 部 ３ ６ は 、 変 化 量 判 断 部 ３ ３ の 判 断 結 果 に 基 づ き 、 頭 部 方 向 （ 傾 き 方 向 ） の 変 化
量 の 絶 対 値 が １ ５ °よ り 大 き く な る と 表 示 位 置 制 御 部 及 び 黒 信 号 合 成 部 ５ １ で 表 示 処 理 及
び 黒 信 号 処 理 さ れ た 映 像 信 号 に 切 り 換 え て Ｆ Ｍ Ｄ ６ に 出 力 す る 。 す る と 、 Ｆ Ｍ Ｄ ６ に は 、
図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う な 処 理 画 像 ５ ５ が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
一 方 、 画 像 切 換 部 ３ ６ は 、 変 化 量 判 断 部 ３ ３ の 判 断 結 果 に 基 づ き 、 頭 部 方 向 傾 き 方 向 ） の
変 化 量 の 絶 対 値 が １ ５ °以 下 で あ る 場 合 、 映 像 信 号 処 理 部 ５ か ら の 内 視 鏡 ２ で 得 た 内 視 鏡
画 像 の 映 像 信 号 に 切 り 換 え て Ｆ Ｍ Ｄ ６ に 出 力 す る 。 す る と 、 上 述 し た 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ
う に Ｆ Ｍ Ｄ ６ は 、 表 示 画 面 に 内 視 鏡 画 像 ４ １ が 表 示 さ れ る 。
尚 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す Ｆ Ｍ Ｄ ６ の 表 示 画 面 は 、 術 中 に 観 察 者 が 頭 部 を 例 え ば 、 右 に 傾 け て
閾 値 １ ５ °を 超 え た 際 に 、 表 示 位 置 制 御 部 及 び 黒 信 号 合 成 部 ５ １ か ら の 映 像 信 号 に 切 り 換
わ っ た と き の 画 像 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
こ の 結 果 、 本 変 形 例 の 画 像 処 理 装 置 ３ ０ Ｂ は 、 上 記 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 効 果 に 加 え 、 更 に
違 和 感 無 く 良 好 な 観 察 画 像 が Ｆ Ｍ Ｄ ６ の 表 示 画 面 に 表 示 可 能 で あ る 。
ま た 、 本 発 明 は 、 以 上 述 べ た 実 施 の 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 を 逸
脱 し な い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
［ 付 記 ］
（ 付 記 項 １ ） 　 内 視 鏡 画 像 デ ー タ を 記 憶 す る 画 像 メ モ リ と 、
顔 面 装 着 型 映 像 表 示 装 置 を 装 着 し た 観 察 者 に 対 し て 予 め 設 定 し た 原 点 位 置 か ら の 頭 部 方 向
を 検 知 す る 頭 部 方 向 検 知 手 段 と 、
前 記 頭 部 方 向 検 知 手 段 で 検 知 し た 原 点 位 置 か ら の 頭 部 方 向 の 変 化 量 を 判 断 す る 変 化 量 判 断
手 段 と 、
前 記 画 像 メ モ リ に 記 憶 さ れ た 画 像 デ ー タ の 一 部 を 予 め 設 定 し た 領 域 で 切 り 出 す 画 像 切 出 位
置 制 御 手 段 と 、
前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 手 段 で 切 り 出 さ れ た 画 像 デ ー タ を 画 像 処 理 す る 画 像 処 理 手 段 と 、
前 記 変 化 量 判 断 手 段 の 判 断 結 果 に 基 づ き 、 前 記 画 像 処 理 手 段 で 画 像 処 理 さ れ た 画 像 デ ー タ
の 映 像 信 号 と 、 内 視 鏡 で 得 た 内 視 鏡 画 像 の 映 像 信 号 と を 切 り 換 え て 前 記 顔 面 装 着 型 映 像 表
示 装 置 に 出 力 す る 画 像 切 換 手 段 と 、
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 画 像 処 理 装 置 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
（ 付 記 項 ２ ） 　 前 記 画 像 切 換 手 段 は 、 頭 部 方 向 の 変 化 量 の 絶 対 値 が 所 定 値 以 下 の と き 、 前
記 内 視 鏡 で 得 た 内 視 鏡 画 像 の 映 像 信 号 に 切 り 換 え 、 頭 部 方 向 の 変 化 量 の 絶 対 値 が 所 定 値 を
超 え る と き 、 前 記 画 像 処 理 手 段 で 画 像 処 理 さ れ た 画 像 デ ー タ の 映 像 信 号 に 切 り 換 え る こ と
を 特 徴 と す る 付 記 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 画 像 処 理 装 置 。
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【 ０ ０ ７ ３ 】
（ 付 記 項 ３ ） 　 前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 手 段 は 、 前 記 頭 部 方 向 検 知 手 段 で 検 知 し た 原 点 位 置
か ら の 頭 部 方 向 に 基 づ き 、 前 記 画 像 メ モ リ に 記 憶 さ れ た 画 像 デ ー タ の 一 部 を 予 め 設 定 し た
領 域 で 切 り 出 す こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 画 像 処 理 装 置 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
（ 付 記 項 ４ ） 　 前 記 画 像 処 理 手 段 は 、 前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 手 段 で 切 り 出 さ れ た 画 像 デ ー
タ を 拡 大 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ 又 は ２ 又 は ３ に 記 載 の 内 視 鏡 用 画 像 処 理 装 置
。
【 ０ ０ ７ ５ 】
（ 付 記 項 ５ ） 　 前 記 画 像 処 理 手 段 は 、 前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 手 段 で 切 り 出 さ れ た 画 像 デ ー
タ を 頭 部 方 向 に 応 じ た 表 示 位 置 に す る 表 示 処 理 及 び こ の 表 示 処 理 に よ る 画 像 部 分 の 周 囲 を
黒 信 号 で 覆 う 黒 信 号 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ 又 は ２ 又 は ３ に 記 載 の 内 視 鏡 用
画 像 処 理 装 置 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
（ 付 記 項 ６ ） 　 前 記 画 像 処 理 手 段 は 、 前 記 拡 大 処 理 を 前 記 顔 面 装 着 型 映 像 表 示 装 置 の 表 示
画 面 の 縦 横 比 と 同 じ 縦 横 比 に す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ４ に 記 載 の 内 視 鏡 用 画 像 処 理 装
置 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
（ 付 記 項 ７ ） 　 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 と 、
前 記 内 視 鏡 か ら の 撮 像 信 号 を 信 号 処 理 し て 内 視 鏡 画 像 を 得 る 映 像 信 号 処 理 手 段 と 、
内 視 鏡 画 像 デ ー タ を 記 憶 す る 画 像 メ モ リ と 、
顔 面 装 着 型 映 像 表 示 装 置 を 装 着 し た 観 察 者 に 対 し て 予 め 設 定 し た 原 点 位 置 か ら の 頭 部 方 向
を 検 知 す る 頭 部 方 向 検 知 手 段 と 、
前 記 頭 部 方 向 検 知 手 段 で 検 知 し た 原 点 位 置 か ら の 頭 部 方 向 の 変 化 量 を 判 断 す る 変 化 量 判 断
手 段 と 、
前 記 画 像 メ モ リ に 記 憶 さ れ た 画 像 デ ー タ の 一 部 を 予 め 設 定 し た 領 域 で 切 り 出 す 画 像 切 出 位
置 制 御 手 段 と 、
前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 手 段 で 切 り 出 さ れ た 画 像 デ ー タ を 画 像 処 理 す る 画 像 処 理 手 段 と 、
前 記 変 化 量 判 断 手 段 の 判 断 結 果 に 基 づ き 、 前 記 画 像 処 理 手 段 で 画 像 処 理 さ れ た 画 像 デ ー タ
の 映 像 信 号 と 、 内 視 鏡 で 得 た 内 視 鏡 画 像 の 映 像 信 号 と を 切 り 換 え て 前 記 顔 面 装 着 型 映 像 表
示 装 置 に 出 力 す る 画 像 切 換 手 段 と 、
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
（ 付 記 項 ８ ） 　 前 記 画 像 切 換 手 段 は 、 頭 部 方 向 の 変 化 量 の 絶 対 値 が 所 定 値 以 下 の と き 、 前
記 内 視 鏡 で 得 た 内 視 鏡 画 像 の 映 像 信 号 に 切 り 換 え 、 頭 部 方 向 の 変 化 量 の 絶 対 値 が 所 定 値 を
超 え る と き 、 前 記 画 像 処 理 手 段 で 画 像 処 理 さ れ た 画 像 デ ー タ の 映 像 信 号 に 切 り 換 え る こ と
を 特 徴 と す る 付 記 項 ７ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
（ 付 記 項 ９ ） 　 前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 手 段 は 、 前 記 頭 部 方 向 検 知 手 段 で 検 知 し た 原 点 位 置
か ら の 頭 部 方 向 に 基 づ き 、 前 記 画 像 メ モ リ に 記 憶 さ れ た 画 像 デ ー タ の 一 部 を 予 め 設 定 し た
領 域 で 切 り 出 す こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ７ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
（ 付 記 項 １ ０ ） 　 前 記 画 像 処 理 手 段 は 、 前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 手 段 で 切 り 出 さ れ た 画 像 デ
ー タ を 拡 大 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ７ 又 は ８ 又 は ９ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ８ １ 】
（ 付 記 項 １ １ ） 　 前 記 画 像 処 理 手 段 は 、 前 記 画 像 切 出 位 置 制 御 手 段 で 切 り 出 さ れ た 画 像 デ
ー タ を 頭 部 方 向 に 応 じ た 表 示 位 置 に す る 表 示 処 理 及 び こ の 表 示 処 理 に よ る 画 像 部 分 の 周 囲
を 黒 信 号 で 覆 う 黒 信 号 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ７ 又 は ８ 又 は ９ に 記 載 の 内 視 鏡
装 置 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
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（ 付 記 項 １ ２ ） 　 前 記 画 像 処 理 手 段 は 、 前 記 拡 大 処 理 を 前 記 顔 面 装 着 型 映 像 表 示 装 置 の 表
示 画 面 の 縦 横 比 と 同 じ 縦 横 比 に す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ ０ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｆ Ｍ Ｄ 使 用 時 の 観 察 者 の 違 和 感 を 軽 減 可 能 な 内 視 鏡
用 画 像 処 理 装 置 を 実 現 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 備 え た 内 視 鏡 装 置 を 示 す 全 体 構 成 図
【 図 ２ 】 図 １ の 頭 部 方 向 検 知 部 を 示 す 説 明 図
【 図 ３ 】 図 １ の 内 視 鏡 用 画 像 処 理 装 置 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
【 図 ４ 】 図 ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 っ て Ｆ Ｍ Ｄ の 表 示 画 面 に 表 示 さ れ る 内 視 鏡 画 像 を 示 す
説 明 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 備 え た 内 視 鏡 装 置 を 示 す 全 体 構 成 図
【 図 ６ 】 図 ５ の 内 視 鏡 用 画 像 処 理 装 置 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
【 図 ７ 】 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 っ て Ｆ Ｍ Ｄ の 表 示 画 面 に 表 示 さ れ る 内 視 鏡 画 像 を 示 す
説 明 図
【 図 ８ 】 本 実 施 の 形 態 の 変 形 例 を 示 す Ｆ Ｍ Ｄ の 表 示 画 面 に 表 示 さ れ る 内 視 鏡 画 像 を 示 す 説
明 図
【 符 号 の 説 明 】
１ … 内 視 鏡 装 置
２ … 内 視 鏡
４ … Ｔ Ｖ カ メ ラ
５ … 映 像 信 号 処 理 部
６ … Ｆ Ｍ Ｄ （ 顔 面 装 着 型 映 像 表 示 装 置 ）
３ ０ … 内 視 鏡 用 画 像 処 理 装 置
３ １ … 画 像 メ モ リ
３ ２ … 頭 部 方 向 検 知 部
３ ３ … 変 化 量 判 断 部
３ ４ … 画 像 切 出 位 置 制 御 部
３ ５ … 画 像 拡 大 部
３ ６ … 画 像 切 換 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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图像分割位置控制部分34分割的图像数据;图像切换部36基于用于输出的
变化判定部33的判定结果，切换由图像放大部35放大处理的图像数据的
视频信号和由内窥镜2得到的内窥镜图像的视频信号。它到FMD36.Ž


